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この程の統計 E基礎になるのは， Survey of Curre叫 Business誌のそれで
ある。しかし毎年の統計はサンフツレ調査に基っくもので，その基準となるベン














































資料)SCB， Feb. l!:l7:l， p.3U， Table 1; 
Oct. 1975， p.37， Table 1; 
Oct. l!:l77， p.'27， Table 1; 
Aug. 1982， p.36， Table 8 
8) SCB， Dec. 1978， Employment and Employee CompensatioIl of U. S. A缶liatesof FOl'eign 
Cornpanies， 1974; Jan. 1979， Gru出 Produclo[ U. S. A侃lidtes01 Foreign Companies; 
May 1981， Selected Data on the Operations of U. S. A日liatesof Foreign Compani日 1978
and 1979 
9) U. S. Dept. of Commerce， Foreign Direct Investηzent in the U. S.， 9 vols.， 1976 
















2) (~75) Net Capital Inflow=(76---) Equity and Int町 companyAccount Inflows 
資料.) SCB， Feb， 1973， pp. 30-31， Table 1-2; 
Oct. 1975， p.37， Table 2; p. 40， Tahle 5; 
Aug. 1978. p. 46， Table 12; 













第 2期73-74年，第3期78ー 79年の 3つの時期に投資が集中していることがわ
古3る。























直一二二乙ニー 1970 1 1974 1 1978 
20.4 1 14.6 
〈ヨーロッパ) 1 (6弘6)1 (72.0) 1 (66.6) 1 (68.7) 
イギリス 1 33.4 1 ι22.8 I 18日







資料) SGB， Feb. 1973， p.30， Table 1; 
Oct. 1977， p.36， Table 16; 
Aug. 1980， p.4S， Table 14より算出。
ヨーロッバ諸国のうち，上位3カ国は78年以前，イギリ λ ，オランダ，スイ
コえである。この 3カ国で60年代と70竿代初頭には全体の 6割近くを占めていた
































78年52.2%を占めた。 SCB，Feb. 1981， p.51， Table 7より筆者の試算。
12) その原因につい亡は，関下稔藤原貞雄・松村文乱現代世界経済のホットワーク，講座「今











米 欧間「相主浸透」の統計的検証 (373) 87 
第4表対米・製造業直接投資の部門構成
加 (1)年末投資残高 (単位100万トル〕
1 1959 1 1973 I 1974 1 1978 1979 
食品 931 1，279 1，524 2，260 2，611 
化学 465 2，892 3，385 6，口94 7，212 
金属 125 960 1，332 2，615 3，020 
機械 1，366 2，日31 2，858 3，600 
その他 592 1，733 2，116 3，376 4，434 
資料-) U. S. Dept. of Commerce， Foreign Bus四郎，In 
切削trnent明 theU. s.: A Supplement加 theSCB， 
1962. p. 8; SCB， Oct. 1977， pp. 35，-36， Tahle 15-16; 
Aug. 198C九p.46， Table 14 j 



























26611213〔22229〕，937 (28 205 I 19，470 
28211965〈(3308〕〉 878 I 3.527 (39.3 純固定資産 411 (31.7 216938，865(〔3395〕) 
5506〔85251〉) 



















資料) U. S. Dept. of Commerce， Foreign Direct Investment in the U.丘， Vol. 2， 























74 79 74 79 
I 1木→欧 耳欧→米l I E I/II I I/II 
全産業|叩82 即日 l担問|山田
石油業 l 4，714 I山田 i8，010 2.11 I 2.22 
製造業 6，1日9 39，403 13，952 3.93 2.82 
うち食品 1，884 717 3，273 1，647 2.63 1.99 
化学 4，757 2，489 8，646 5，321 1.91 1.62 
金属 1，546 584 2，188 1，577 2.65 1.39 
機械 7，971 1，239 12，934 2，325 6.43 5.56 
商 業 ，4日 i山お| 7，838 
金融・保険 1，829 I 10，310 I 6，081 2.07 I 1.70 
資料) SCB， Aug. 1976， p.48， Table 13; Oct. 1977， p.36， Table 16; 
Aug. 1981. P. 32， Table 12: p. 47， Table 16 
14) 中)1，前掲論文， 28ペー ジ。











































74年以降， 70年代末にかけての変化については， S CB誌上で77-79年を対
象とした統計が与えられているo まず(農業を含み銀行業を除<Jノミートタイ
ムを含む民間雇用総数に占める比率は1.6%，1.8%， 2宮%， また製造業での新




(2 ) それでは問題となる化学工業について， 70年代後半の「浸透」度を中
17) U. S. Dept. of Commerce， op. cit.， Vo1. 1， pp. 209-210 なお貿易にかんする値は高し輸
出で24.96'，輸入で30%である〈同箇所〕。このことが意時する点については? 閣下稔多同籍企
業と国際貿易』中)1・久保新編「周際貿易論J19四年， 259へ ジ以下参照。
18) Ibid.， Vol. 1， p.233 
19) SCB， May 1981， p.36， Table l;.pp. 46-48， Table l1-A~C; Jan. 1979， p.22， Table 1; 
















用人数は， 74年から79年までの 5年間に11.5万人から23.2万人に， 約 2倍に増
えていることがわかる。この間，雇用において示される「浸透」度もほぼ同じ










20) 同上資料と 3CB，Dec. 1978， p.25， Table 1より筆者の試算。
21) 全米で74年101.4万人から百年111.4万人へと. 10万人。雇用が増えているがj 外資分はほぼ同
規模増加している"SCB， July 1981， p.53， Table 6.7 Bより算出。ただし第5衰の74年数値
は常雇用。みだから，そのまま計主草すると外資分は過大に表われる。


















それは， 在米外資系子会社の売上高上位 100社のうち化学工業 (Chemical& 



























ついては， 60年に 45弘 70年に 8%のシェアを占めたとされている'"。
後の2つの推計値について検討する材料はないので確言することはできない
が， もしこの推計が正しいとすれば， 60年， 70年，そして恐らくは80年と， 10




25) OECD， The chemical industry 1975， 1977， p.28， Toblc 2 (の ここでの Turnover=
Shipmentである。原資料， U. S. Bl1reau of Census， Annual Sur切り ofManufactures 
~6) γ エームシー r1981年版海クHじ学ム業ハンドブックJ. 198C年 4べー ジ，ユ 4(表)(前注
OECD資料より官祇); SCB， May 19B1， pp. 43-44， Table 8から筆者の試算。
27) Chemical Week， 21May 1981， p.41; Chemical & Engit四 ringNe四， 28 Sept. 1971， p.20 
いずれも前掲「化学経済」記主主.52へー ジの紹介。





















28) アメリカ対敵直接投資の増勢は既に50年代半ほから拍まってL、るが， 急増サるのは EEC結
成後の59-60年〔とくに製造業で対前年19-29%増)以降， 60年代である。 SCB，Feb. 1981， pp 
50-Gl， Table 7参照。
29) Cf. OECD， Penetration of multinational enterprises in manufacturing industry in 
member countries，出口>p. 11， Table 1 
30) R. Hellmann， 'Weltunterneh脚 nnUT amerikani.sch?， 1970， 回目杭吾訳「多国籍企業の抗























32) Ibid.，向上邦訳， 84-85ヘー ジ日よび91ペー ジ。
33) Fortllne誌記識のアメりカ系・ヨー ロッパ系大企業についての資料からの概算。
34) K.-M. Loibl， U. S.-Direktinvestitianen iπ der EWG-Das Be日tielder Chemie叩dustrie，
1971， S.47. 
35) Cf. U. S. Senate Committee Qn Firl.ance， Implications 01 Multinatioπal Firms 01 World 
T，"先 andInvestmentαnd JUT [λS. Trade and Lavor， p.736， Tnble A-4G 
36) もっとも，へルマγ推引が全欧，ロイプルのそれが EECを対象としている点が異なる。
37) シー ユムシー ，前掲書， 4ページ， 1・4C表);8CB， Aug. 1974， p. 36， Table 5E ;'fMay 
1976， p.3J， Table δA; :M:a.r. 1978. p. 37， Table 5田A(暫定数値申み);u. S. Dept. of Com 
merce， U.S. Direct lnvestment Abroad 1977， 1981， p.282， Table II. F 5より。 アこだし
最初回資料ではルグ也ンプルタの数値が欠けているため，計算結果は過大になっている。







格差は縮小したと思われる O しかも注目すミきことに， そのピ ク時の「浸透」
度18%は，将来85年に(土として〉ヨーロッパ系子会社がアメリカ化学製品市
場において占めるであろうと予相された比率なのである即。それが対米・化学










































39) 8GB， Jan. 1979， op. cit 
40) lbid.， p.40， Table 4. なお石油業について別の資料では，販売シェア 9.3%である。 U.S 
Dept. of Commerce， Intnl. Trade Administration， Foreigη Direα1n旬何tmentin the U. S. 
Petroleum Induslγy， 1982， p.15 


























2の批判となろう。 (1983. 6. 14) 
41) 第6表から算出すると食品工業は投資残高比で全体の 4%にすぎなU、がj 第3表において石油
業は 2割前後を占め，化学工業の分を合わせると 4割に達する。
